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10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

 

［１］都市機能の集積の促進の考え方  

島田市では、総合計画及び都市計画マスタープランにおいて、都市機能の集積について、次のとおり

位置づけている。 

 

（1）第２次島田市総合計画（平成 30 年３月） 

【土地利用の方向】  

◆中心市街地ゾーン（ＪＲ島田駅・市役所周辺）  

・島田駅周辺の中心市街地を位置づけ、都市基盤の整備や商業・業務施設等の立地促進を図ります。 

【分野別まちづくりの方向性】 

施策の柱６-３ 便利で魅力あるまちの拠点をつくる  

◆基本的な施策の方向性 

・広大な市域を持つ当市が、効率よく柔軟に行政サービスを提供していくためには、各地域の拠点

に必要な機能を集約し、拠点間のつながりを充実した「コンパクト＋ネットワーク」の考えに基づ

く「まちづくり」が必要です。 

 

（2）島田市都市計画マスタープラン（令和２年３月改定） 

島田駅周辺は「中心拠点」に位置付け、次のテーマ別の方針を定めている。 

○暮らしやすい都市づくりの方針 

(1) 拠点への都市機能誘導 

③市街地における低・未利用地への都市機能の誘導 

・今後、都市のスポンジ化が予測される市街地の空き地、空き家などの低・未利用地については、

民間活力を導入しつつ、土地の換地・集約、区画再編などにより、医療・福祉・商業・子育て支

援施設などの都市機能の立地を誘導していきます。 

○魅力ある都市づくり 

(1) 中心市街地のにぎわい創出 

②「中心市街地活性化基本計画」などに基づき、遊休不動産のリノベーションを支援し、中心市街地

の空き家・空き店舗の活用を促進します。 

 

(3)第２期島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年３月策定） 

・地域の「にぎわい・活力」を生み出すための主な施策として、中心市街地の活性化が以下の通り位置

づけられている。 

◆商業・サービス産業の活性化 

・中心市街地の活性化に向けて、島田図書館、こども館、地域交流センター「歩歩路」、市民活動セ

ンターなどと連携し、ＪＲ島田駅周辺での飲食・買い物客の回遊性向上を図り、商業・サービス産

業の活性化へとつなげる。 
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・空き家・空き店舗、空き地を活用した店舗、オフィス等の開業、進出を支援することで、中心市

街地の日常的な「稼ぐ力」を高める。 

◆まちなか暮らしの促進 

・人口減少・高齢化が進む中心市街地への居住を促進するため、リノベーションまちづくりによる

空き家や空き店舗等への居住支援や多世代が中心市街地で暮らすことのできる環境づくりを推

進する。 

◆過ごしたくなるまちなかづくり 

・公園、道路等の公共空間や既存の集客施設等を活用しながら、中心市街地を魅力ある場所として

みがきあげ、人がまちなかで時間を使いたくなる空間をつくり、日常的なにぎわいを創出する。 

◆地域産業の振興 

・経済団体や金融機関等と連携し、既存企業の競争力強化や次世代産業の創出を促進するとともに、

創業や経営、事業承継等の課題に対し、企業の成長段階に応じた支援を行う。 

・創業希望者の悩みや中小企業の課題を解決へと導く個別相談、さらに、新たなビジネスチャンス

の獲得や人的ネットワークの構築へとつながる各種交流会の充実を図るなど、島田市産業支援セ

ンターのさらなる機能強化を図る。 

・販路の開拓をはじめ、機械設備への投資や新商品の開発、労働環境の改善、ＩＣＴの導入などを

支援することで、地域産業を支える中小企業の経営基盤や競争力を強化する。 
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［２］都市計画手法の活用  

中心市街地における都市機能の集積を目指し、市内の全ての準工業地域(約 153.6ha)を対象として、

大規模集客施設（床面積の合計が 10,000㎡を超えるもの）の立地を制限するため、島田都市計画特別

用途地区（大規模集客施設制限地区）を平成 24年３月に決定し、関連条例を同年４月に施行した。 

平成 29年には、新東名高速道路島田金谷インターチェンジ周辺において、準工業地域の変更（27.9ha

の追加）に伴い、特別用途地域の変更（約 181.5ha）を行った。 

また、ナイトクラブの立地については、平成 31年３月に特別用途地区の変更及び関連条例を改正し、

立地の制限に追加した。 

 

［３］都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等  

（1）中心市街地における大規模建築物等の既存ストックの現況 

中心市街地のＪＲ島田駅北側には市役所、島田図書館、島田市民総合施設プラザおおるり、地域交流

センター歩歩路、その他税務署や郵便局等、数多くの施設が集積している。また、ＪＲ島田駅南側には

横井運動場公園などが集積している。 
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■島田市中心市街地エリア公共施設位置図 
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■島田市  公共施設配置状況一覧 

 

資料：平成 26年度島田市公共施設白書(別冊・地域別)を一部修正 
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■中心市街地内（ＪＲ島田駅北側）の主要な公共公益施設 

施設名 
施設内容 

（特徴的な施設についてのみ） 
利用状況 設置年度 

移転・新設等の

状況 

市役所本庁舎 － － 昭和 37年度 令和５年までに

建替予定 

島田図書館 

（おび・りあ） 

蔵書(平成 30年)179,063冊 

民間複合ビル（おび・りあ）２、３階

に併設 

貸出(平成 30年) 

118,851人 

平成 24年度 区域内から区域

内へ 

島田市民総合施設 

プラザおおるり 

ホール（664席）と会議室（７室）等

を備えた文化施設。 

(平成 30年) 

204,318人 

昭和 58年度  

島田税務署 － － －  

島田郵便局 － － －  

島田年金事務所 － － －  

地域交流センター歩歩路 市民の交流及び文化活動の場を提供

することにより、中心市街地におけ

るふれあいとにぎわいのある地域社

会の形成を図るため、開設された。 

(平成 30年) 

104,349人 

平成 16年度  

 地域子育て支援セン

ターすまいるハウス

たまご 

子育て親子、妊婦の交流等を促進す

る子育て支援施設。子育ての相談や

支援を実施。 

(平成 30年) 

7,061人 

平成 25年度  

しまだ楽習センター 生涯学習を推進する目的で、多様な

講座が開講されており、生きがいと

創造の事業のほか、老人福祉センタ

ーの自主活動や社会貢献活動のスペ

ース等の機能も備えた学習施設。 

(平成 30年) 

38,093人 

平成 12年度  

こども館 

（おび・りあ） 

全天候型のプレイルームと活動室、

一時託児室、ファミリー・サポート・

センター事務局を設置。民間複合ビ

ル（おび・りあ）４階に併設。 

(平成 30年) 

112,859人 

平成 24年度  

産業支援センター「お

びサポ」 

市と島田商工会議所、島田市商工会、

島田掛川信用金庫の４者が連携し、

中小企業者等の相談業務を実施 

－ 平成 28年度  

島田駅前観光案内所 島田の観光名所やイベントを案内 － －  

中央小公園 本物のＳＬ（D51101）が保存されてい

る通称「ＳＬ公園」 

－ 昭和 48年  

扇町公園 空襲のあったところで、平和の大切

さを今に残す公園 

－ 昭和 52年  

島田駅北口自転車等駐

車場 

自転車 1,050台、原付 88台 

合計 1,138台収容 

(平成 30年） 

851台/日 

平成９年  

ＦＭサテライトスタジ

オ（おび・りあ） 

ＦＭ島田。民間複合ビル（おび・りあ）

にサテライトスタジオ設置 

－ 平成 24年  

島田駅南北自由通路 － － 平成 20年  

※「中心市街地活性化に取り組む関係者間の合意形成手法等調査事業」（平成 20 年度）に加筆修正 
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■中心市街地内（ＪＲ島田駅南側）の主要な公共公益施設 

施設名 
施設内容 

（特徴的な施設についてのみ） 
利用状況 設置年度 

移転・新設等の

状況 

島田球場 硬式野球、軟式野球、軟式少年野球。

収容人員：16,000人（内野 6,800人）

身障者用席（車いす４台） 

(平成 30年）279回 昭和 55年  

第二球場 軟式野球、軟式少年野球 (平成 30年）153回 昭和 57年  

横井運動場公園サッカ

ー場 

サッカー場（H27人工芝化） (平成 30年）529回 昭和 56年 サッカー場は 

平成 15年整備 

島田駅南口自転車等駐

車場 

95台（うち定期券販売台数自転車 40

台、原付 10台） 

(平成 30年） 

50台/日 

平成 21年  

※「中心市街地活性化に取り組む関係者間の合意形成手法等調査事業」（平成 20 年度）に加筆修正 

 

【医療・福祉施設の立地状況】 

・市内の医療施設数は廃院や新設が繰り返しある中で、全体的に横ばいの傾向となっている。中心

市街地内の医療施設は、内科系、外科、耳鼻科、皮膚科、歯科があり、区域内を少し外れた場所に

も医療施設が立地しているなど、約 50％が中心市街地を含めた旧市内に集積している。 

・また、福祉施設のうち、児童福祉関連施設は、駅北側に保育園が１園（くりのみ保育園）、駅南側

に幼稚園が１園（島田南幼稚園）あり、老人福祉施設は中心市街地区域にデイケア施設が１施設

立地している。 

■医療・福祉関連施設数 

項目 単位 
中心市街地 市 

備考 
H15 年 H20 年 H29 年 H30 年 H15 年 H20 年 H29 年 H30 年 

医療施設 
箇所 駅北 14 駅北 13 

駅北 18 

駅南２ 

駅北 18 

駅南２ 
97 99 94 94 

H15･H20

は旧川

根町除く 

幼稚園・保育所 
箇所 駅北０ 駅北０ 

駅北１ 

駅南１ 

駅北１ 

駅南１ 
28 25 27 26  

老人福祉施設（老

人ホーム、老人福

祉センター、デイケ

アなど） 

箇所 駅北１ 駅北１ 
駅北１ 

駅南０ 

駅北１ 

駅南０ 
34 41 － －  

※「中心市街地活性化に取り組む関係者間の合意形成手法等調査事業」（平成 20 年度）に加筆修正 

※平成 29年度は活性化区域の変更（拡大）により、旧計画区域である平成 15年、平成 20年と比較対照は一致しない 

 

  【市役所周辺整備事業】 

・築 57年が経過した市役所本庁舎について「長期間にわたって使用することは困難」として令和

５年度までに建て替える方針である。 

・令和元年度から令和２年度に基本・実施設計を行い、令和３年度から施工する日程案となって

いる。 
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［４］都市機能の集積のための事業等  

都市機能の集積に向けて行う事業として、島田市中心市街地活性化基本計画に掲載している事業

は、以下のとおりである。 

○市街地の整備改善事業 

・公共空間にぎわい創出事業 

・（仮称）島田市拠点地区都市機能立地促進事業費補助金 

・蓬莱橋周辺整備事業 

○都市福利施設整備事業 

・市役所周辺整備事業 

・横井運動場公園改修事業 

○街なか居住推進事業 

・リノベーションまちづくり推進事業 

・中古住宅購入奨励金事業 

・（仮称）島田市居住誘導事業奨励金 

○商業の活性化のための事業 

・リノベーションまちづくり推進事業【再掲】 

・民間による工場跡地利活用の支援 

○４から７までの事業及び措置と一体的に推進する事業  (公共交通機関、特定事業等) 

・公共交通運行事業 

 

 


